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「社会保障と税の一体改革」
ー格差拡大の中での税制改革の在り方ー

合田　寛
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一、「社会保障・税の一体改革」の
構造

○今回の改革は、‥国民の自立を支え安心して生活ができる社会基盤を整
備する、という社会保障の原点に立ち返り、社会保障の機能強化を確実に実
施するとともに社会保障全体の持続可能性の確保を図ることにより、全世代
を通じた国民生活の安心を確保する「全世代対応型」社会保障制度の構築を
目指すものである。

○消費税率（国・地方）は、「社会保障の安定財源確保と財政健全化の同時
達成」への第一歩として、2014 年4月1日より8％へ、2015 年10 月1日より
10％へ段階的に引上げを行う。

○消費税（国・地方）の税率構造については、‥今回の改革においては単一
税率を維持することとする。

（「社会保障・税一体改革大綱について」　2012.2.17　閣議決定）

社会保障の「改革」

税の「改革」（消費税の増税）

①社会保障改革と税改革
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○今回の社会保障・税一体改革は、社会保障の機能強化・機能維持のための
安定財源確保と財政健全化の同時達成を目指すものである。その中で社会保
障の安定財源確保を図っていくことなどにより、「財政運営戦略」（平成22 年6月
22 日閣議決定）に定められている2015 年度段階での財政健全化目標の達成に
向かうことで、「社会保障の安定財源確保と財政健全化の同時達成」への第一
歩が踏み出されることとなる。
（「社会保障・税一体改革大綱について」2012.2.17閣議決定）

○消費税収（国分）は法律上は全額社会保障４経費（年金、医療、介護およ
び少子化に対処するための費用）に充てることを明確にし、社会保障目的税
化するとともに、会計上も予算等において使途を明確化することで社会保障
財源化する。
（「社会保障・税一体改革大綱について」2012.2.17閣議決定）

○さらに、将来的には、社会保障給付にかかる公費全体について、消費税
収（国・地方）を主たる財源として安定財源を確保することによって、社会保
障制度の一層の安定強化につなげていく。
（「社会保障・税一体改革成案」2011.7.1閣議報告）

社会保障目的税

社会保障「改革」と「財政健全化」の同時達成

②消費税の目的税化と財政再建との同時達成
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③財政健全化目標
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④基本的枠組みの図解A
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⑤基本的枠組みの図解B
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⑥基本的枠組みの図解C
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⑦将来の増税試算ー消費税率３０％にもー
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（単位：兆円、％）

金額 ▲32.3 854.7
対GDP比 ▲6.9% 181.8%
金額 ▲16.8 ▲16.5 984.4
対GDP比 ▲3.3% ▲3.2% 193.1%
金額 ▲16.6 0 16.6 1164.1
対GDP比 ▲3.0% 0 3.0% 208.6%
金額 ▲17.4 1302.2 1229.1 24.4
対GDP比 ▲2.9 221.0% 208.6%

ストック

基礎的財
政収支

目標値
目標達成に
必要な収支

改善幅

公債発行
残高

最低目標
値

（出所）内閣府「経済財政の中長期試算」（2012.1.24）および「財政運営戦略」（2010.6.22閣
議決定）より作成。

財政再建目標（国+地方）達成に必要な収支改善幅（フローおよびストック）

目標達成
に必要な
最低幅

2015年度

2020年度

2023年度

2011年度

目標ほぼ達
成

フロー

（注）公債残高の対GDP比率の目標は、2021年度以降低下させることであるが、最低目標と
して2020年度水準を維持するのに必要な改善幅（年間）を示した。



①財政収支の推移

二、日本の財政の現状をどう見るか
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②債務残高の推移ーGDPの２００％を突破ー
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③対外資産の状況からみるとどうか
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④経常収支の状況から見るとどうか
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⑤貯蓄投資バランス論から見るとどうか
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⑥各国の財政赤字増大は世界的需要不足に対応
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⑦緊縮政策からの転換？

○トロントサミット（2010.6）　
先進国は2013年までに財政赤字を半減させ、2016年までに政府債務の対
GDP比率を安定化させる。日本政府の財政健全化計画を歓迎する。
○カンヌサミット（2011.11　）
中期的な成長基盤の確保のために、米、英、独、仏、伊など9か国はトロント
サミットのコミットメントを再確認する。日本は中期的な財政健全化のコミット
メントを確保しつつ、震災復興のための19兆円の財政措置を迅速に実施す
る。野田の消費税アップの国際公約。
○2012年
・ラガルド演説（1/23、ドイツ）　2012年は「回復（healing）の年」。緊縮政策を
より緩やかにしなければならない国も多くある。
・ラガルド演説（1/28、ダボス）急速な財政再建は成長を阻害する。赤字削減
は各国の経済状況に応じたものでなければならない。
・カルロ・コレッタリ（IMFディレクター）「現在の脆弱な経済状況の下では性急
な赤字削減は回復をリスクにさらす」。
・オリビエ・ブランシャール（同）「大半の先進国は財政再建と厳しい信用とい
う二つのブレーキがかかったまま進もうとしている」
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⑧ヨーロッパ財政危機の原因Ⅰ
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⑨ヨーロッパ財政危機の原因Ⅱ
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①逆進性が倍加
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三、消費税増税は何をもたらすか



②税制全体としての逆進性
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③標準世帯の負担増

共働き世帯 片働き世帯

世帯年収（税引き前、万円） 800 300 500
実質可処分所得(2011年) 668 282 434
実質可処分所得(2015年) 626 257 403
負担増 ‐42 ‐25 31
負担増の割合（%） ‐6.3 ‐8.3 ‐7.1

（注）前提：4人家族、世帯主40歳以上。
　①所得税　年少扶養控除廃止（2011.1~）、復興税（所得付加税2.1%、2013.1~）
　②住民税　年少扶養控除廃止（2012.6~）、復興税（年1000円の均等割増税、2014.6~）
　③消費税　2014.1~　8%へ、2015.1~　10%へ
　④厚生年金保険料引き上げ、給付の物価スライド引き下げ（2011年比で2.5%減）
　⑤子ども手当→児童手当　一人当たり1.3万円→1万円
　⑥その他、車体課税、地球温暖化課税を考慮に入れる
（出所）大和総研「2012年度税制改正大綱　試算編」（2011.12.16）より一部加工
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④中小企業の70%は転嫁できない
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四、格差拡大と再分配政策
①日本の所得格差拡大ー当初所得の開き
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②日本の所得格差拡大Ⅱ　OECD調査
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③急増する貧困層
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④高まる相対的貧困率
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⑤トップ1%の所得シェア（各国）
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⑥トップ1％の所得シェア（アメリカと日本）
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⑦増え続ける億万長者
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⑧日本の税はほとんど所得再分配機能を果たしていない
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⑨日本の財政の所得再分配機能は世界最低
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①所得税　高所得者ほど低税率

五、格差拡大と税制改革の在り方
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②富裕者課税を求める世界の声
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③富裕者は中流家庭より高い負担を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オバマ一般教書演説○because of loopholes and shelters in the tax code, a quarter of all 
millionaires pay lower tax rates than millions of middle‐class 
households. Right now, Warren Buffett pays a lower tax rate than 
his secretary.
（富裕者は多くの中流家庭よりも低い税率が適用されている）

○Tax reform should follow the Buffett rule: If you make more than 
$1 million a year, you should not pay less than 30 percent in taxes. 
（100万ドルを超える高所得者は30%以上の税率を適用すべき）
○if you make under $250,000 a year, like 98 percent of American 
families, your taxes shouldn’t go up. You’re the ones struggling with 
rising costs and stagnant wages. You’re the ones who need relief.
（アメリカ国民の98%を占める中流家庭には増税してはならない）

（Barack　Obama　‘State　of　Union　Address’　Jan.24.2012）

○民主党Sheldon　Whitehouse議員が2月1日、上院にBaffett　Rule法案提出。
富裕層の税率を30％として400‐500億ドルの増収を見込む。33



④累進課税の強化が雇用にも財政再建にも
不可欠

Two of our biggest economic challenges—　creating 
jobs and reducing long‐term deficits—　both depend 
on instituting a simpler, fairer, more　progressive tax 
system than we have today.
（雇用も財政再建も税の累進強化にかかっている）

But the Administration believes　that immediate, 
broad tax cuts for the middle　class—rather than for 
only the wealthiest 1　or 2 percent of Americans—are 
far more effective　at creating jobs and growing the 
economy. 
（中流家庭に対する減税こそ、雇用と成長に効果的）

（´Budget　of　US　government　2013´　2012.2.13）

オバマ予算教書
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⑤欧州諸国の富裕者課税動向
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⑥大企業の負担余力Ⅰ　法人税の実効税率の急下落
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⑦大企業の負担余力Ⅱ 増え続ける大企業の内部留保
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⑧世界では法人税収の役割は高まってい
る
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⑨動き始めた金融取引税導入

2009年9月　ピッツバーグサミット　国際的な検討始まる。
2010年6月　トロントサミット　IMFが複数案を提案。FTTを導入し、株、社債、
デリバティブに0.01%の税率で課税すれば、年間2000億ドル超の税収

2011.3　欧州議会　欧州金融取引税法案を可決
2011.9.28　EU委員会が導入の指令案発表。税率は株と債券取引に0.1％以
上、デリバティブに0.01％以上、2014.1.1から実施。税収見込み570 €億 （約6
兆円）。

2011.12.14　伊モンティ首相　議会上院で導入検討を表明
2012.1.29　仏サルコジ大統領発表　8月から単独導入　株式取引に対して
0.1%、デリバティブに対して0.01％の税率。税収見込み10 €億 （約1000億円）
。

日本
2011.12.10　平成24年度税制改正対大綱　「国際連帯税については国際的
な取り組みの進展を踏まえ、今後真摯に検討を行います」
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⑩金融取引税による税収

Stephan Schulmeister ´Implementation of a General Financial Transactions Tax´,June　2011　

課税による取引減少を65%と仮定
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